
     

翹
楚
篇 

 
 

上 

 



       



翹

楚

篇

序 
太

‐
華

‐
翁

之

翹

楚

篇

 

ハ

者 

餐

‐
霞

‐
館

之

起

‐
居

‐
注

 

ナ
リ

也

曹

劌

曰

君

挙 

必

 

ス

書

 

ス

書

 

シ
テ

而

不
レ

法

 

ラ

後

‐
嗣

何

 

ヲ

観

 

ン

人

‐
君

之 

言

‐
動

書

 

シ
テ

以

 

テ

為

 

ス

レ

則

 

ト

者

三

代

之

遺

直

 

ナ
リ

也 

夫

 

レ

経

国

 

ノ

之

業

為

 

シ

レ

可

 

ヲ

レ

法

 

ル

為

 

ル

レ

可
レ

継

者
 

ノ

君 

之

分

 

ナ
リ

也

君

 

ノ

有

 

テ

レ

善

不
二

‐
朽

 

ス
ル

之

 

ヲ

後

‐
世
一

者
 

ノ

臣
 

ノ 



之

職

 

ナ
リ

也

文

‐
思

恭

‐
倹

如

 

ニ
シ
テ

二

 
老

‐
侯

 
ノ

一

而

無
三

載

 

シ
テ

レ

之

而

遺

 

ス

二

後

‐
嗣

子

‐
孫
一

者 

誰

 

カ

辜

 

ソ
ヤ

乎

翁

少

‐
壮

 

ニ
シ
テ

而

好

 

ム

レ

古

 

ヲ

厚

 

ニ
シ
テ

レ

学

 

ニ

甞

為
二

 

中

庶

子
一

拾
二

其

遺

 

ヲ

一

補
二

其

闕
一

者

有
レ

年

熟

 

ス
ル

二 

其

起

‐
居
一

者

誰

 

カ

如

 

ン
ヤ

レ

翁

 

ニ

乎

翁
 

ノ

之

此

 

ノ

挙

 

ヤ

也 

可

 

シ

レ

謂
レ

不

 

ト

レ

畔

 

カ

矣

簡

 

ヤ

也

庸

愚

謬

 

テ

豪
 

ル

二

 

老

侯

 

ノ

殊

‐
遇

 

ヲ

一

又
為
レ

翁

所

 

ニ

レ

推

 

サ

以

 

ス

忘

年

 

ノ

之 



交
一

及

 

テ

レ

命

 

ス
ル
ニ

二

一

‐
叙

 

ヲ

一

寧

 

ロ

可

 

ン
ヤ

二

以
レ

媿

辞

 

ス

一

乎

寧

可

 

ン
ヤ

二 
以
レ

媿

辞
 

ス

一

乎 

寛

‐
政

庚

‐
戌

孟

‐
秋 

本

藩

 

ノ

提

‐
学

神

‐
保

簡

拜
二

‐
書

 

ス

於

興

‐
譲

‐
館

 

ニ

一 

   



       



翹

楚

篇

叙 
自
二

古

之

法

‐
言

法

‐
行
一

凡

 

ソ

人

‐
君

之

旦

‐
夕 

誦

‐
習

 

シ
テ

可

 

キ

二

以
 

テ

鑑

‐
戒

 

ス

一

者

載

‐
籍

 

ニ

巋

‐
然

 

タ
リ

々

 

モ

至

 

ハ

三 

其

 

ノ

義

融

‐
通

施

 

ス
ニ

二

之
 

ヲ

行

事

 

ニ

一

則

期

 

ス

二

之

 

ヲ

老

‐
成

 

ニ

一 

豈

得

 

ン
ヤ

三

遽

 

ニ

望

 

ヲ

二

之

 

ヲ

少

‐
主

幼

‐
君

 

ニ

一

哉

且

人

恒

 

ニ 

踈

 

ニ
シ
テ

二

乎

遠

 

ニ

一

而

密

 

ナ
リ

二

乎

近

 

キ
ニ

一

其 

近

 

シ
テ

而

密
 

ナ
ル

者

誰 

如

 

ン

二

父

‐
兄

師

‐
友

 

ニ

一

也

源

‐
士

‐
雲

条
二

‐
記

 

シ 



鷹

‐
山

老

‐
侯

為

 

ル
ノ

レ

君

之

徳

 

ヲ

一

以

 

テ

進

 

ム

二

之

 

ヲ 
世

‐
子

 
ニ

一

其

意

欲

 

ス

下

不

必

求

 

メ

二

之

 

ヲ

遠

 

キ
ニ

一

而

近

模

‐ 

放
中

之

目

‐
前 

祖

‐
侯

之

所

 

ロ
ニ

上

レ

為

也

先
 

ニ

有
二

焉

廋

篇
一

以

 

テ

献

 

ス

二 

于 公
一

尋

 

テ

作

 

リ

二

政

‐
語

 

ヲ

一

以

 

テ

献

 

ス

二

于 

世

子

 

ニ

一

今

又
進

 

ム

二

此

書

 

ヲ

一

士

雲

之

於

 

ル

レ

忠

 

ニ

葢
 

シ 



其
 

ノ

性

之

自

然

 

ナ
リ

矣

初

 

メ

余

 

レ

当

 

テ

下 
老

侯

之

為
 

ル

二

世

子
一

時

 

ニ

上

承

 

ク

二

乏

 

ニ

賓

師

之

次

 

ニ

一 

以
レ

故

自

 

リ

二

其

襲
レ

封

 

ヲ

為
一

レ

君

 

ト

至
三

遜

 

レ

レ

位

 

ヲ

営

 

ス
ル
ニ

二

兎 

裘

 

ヲ

一

親

 

ク

仰

 

ク

二

其

仁

‐
明

 
ヲ

一

二

十

有

余

年

既

 

ニ
シ
テ

而 

余

 

レ

就

 

ク

二

仕

 

ニ

于

本

‐
国

 

ニ

一

然

 

モ

亦

間

‐
年

摳
二

‐
承

 

ス
ル

于 

今

侯

 

ニ

于

東

都

之

邸

 

ニ

一

者

猶

 

ヲ

シ

二 

老

侯

在

‐
位

之

時

 

ノ

一

焉

故

毎

 

ニ

聞

 

ク

三

其

所
二

言

‐ 



行
一

日

 

ニ

益

多

 

シ

矣

况

 

ヤ

親

‐
信

左

‐
右

於

 

テ

下

夙
二

‐
夜 

之

 

ニ

一

者
 

ニ

上

乎

士

‐
雲

名

 

ニ

以

 

ス

二

翹

楚

 

ヲ

一

亦

 

タ

刈

 

ル

二

其

十 

一

 

ヲ

之

謂

耳

余

 

シ

甞
 

テ

窃

 

ニ

欲

 

ス

レ

有

 

ン

二

此

 

ノ

篇
一

而

 

ト
モ

非

 

ス

下 

外

臣

之

所

 

ニ

上

レ

可

 

キ

二

敢
 

テ

為
 

ス

一

也

今

見

 

ル

二

士

雲

之

所

 

ヲ

一 

レ

録

 

ス
ル

実

適

 

ヘ
リ

二

我

 

カ

願

 

ニ

一

為

 

ニ

題

 

シ
テ

二

其

首
 

ニ

一

以

 

テ

還

 

ス

レ

之 

尾

‐
張

国

‐
校

督

‐
学

細

‐
井

徳

‐
民

撰 

 



翹

楚

篇

序 
臣
鵬

嘗
 

テ

刈
二

‐
楚

 

ス 

不

‐
識

‐
公 
以

‐
下 

世

‐
々 

先

‐
公

之

嘉

‐
言

善

‐
行

 

ヲ

一

名

 

ケ
テ

曰

 

フ

二

翹

‐
楚

 

ト

一

然

 

モ

奕 

世

 

ノ

之

久

行

事

之

多

 

キ

未
レ

能
レ

畢
二

其

 

ノ

業

 

ヲ

今

‐ 

年 世

‐
子

出

 

テ

就

 

ク

二

外

‐
舍

 

二

一 



老

公

謹

 

ミ

二

庭

‐
訓

 

ヲ

一

誡

 

メ

二

牆

‐
面

 

ヲ

一

師

傅

保

以

 

シ

二

其

 

ノ 
任

 

ヲ

一

左
二

‐
右

前
三

‐
後

 

シ

之

 

ヲ

一

書

‐
過

徹

‐
膳

進

‐
善

敢

‐ 

諌

無

 

シ

三

一

 

モ

不

 

ル

二

レ

備

 

ラ

一

可

 

シ

レ

謂
レ

尽

 

ス
ト

矣

葢

 

シ

子

之

於

 

ル 

レ

父

 

ニ

無

 

シ

レ

不

 

ル

レ

謂

 

ハ

二

吾
 

カ

父

‐
仁

 

ナ
リ
ト

一

無

不

 

ル
ハ

レ

謂
二

吾

 

カ

父

‐
智

 

ナ
リ
ト

一 

况

 

ヤ 老

公

之

仁

‐
智

 

ニ
シ
テ

而 

世

子

之

孝

‐

順

 

ナ
ル
ヲ
ヤ

乎

伝

 

ニ

曰
孝

者

善

 

ク

二

継

 

キ

人

 

ノ 



之

志

 

ヲ

一

善

 

ク

述

 

フ

二

人

之

事

 

ヲ

一

者

也

当

 

テ

二

此

 

ノ

時

 

ニ

一 
老

公

之

言

‐
行

常

 

ニ

置

 

カ
ハ

二

諸

 

ヲ

書

‐
案

 

ニ

一

則

於

其

 

ノ 

助

 

ク
ル
ニ

二

継

 

ト

与

 

ヲ

一

レ

述

不

 

ラ
ス

レ

無

 

ン
ハ

二

小

補
一

是

 

レ

所
下

‐
以

 

ナ
リ

別
二

‐
録

 

其

 

ノ

言

‐
行

 

ヲ

一

献

 

ス
ル

中

之

 

ヲ

机

右
 

ニ

上

也

明

君

之

言

‐
行

 

無

 

シ

二

言

 

ト
シ
テ

不

 

ル

一

レ

嘉

 

ナ
ラ

無

 

シ

二

行

 

ト
シ
テ

不
 

ル

一

レ

善

 

ナ
ラ

何

 

ソ

止

 

、

数

‐
十

‐
条 

若

 

キ
ハ

二

夫

 

レ

遺

漏

 

ノ

一

尋

 

テ

将

 

ニ

ス

レ

録

 

ン
ト

焉 

寛

‐
政

元

‐
年

十

一
月 



致

‐
仕

‐
臣

源

鵬

謹

 

テ

序

 

ス 

      



翹

楚

篇

 

致

仕

臣

太

華

源

鵬

謹

撰 
治

憲

公 

始

ハ
勝

興

と

称

奉

り

、

諱

の
字

を

賜

て

治

憲

と

称 

奉

つ
る

、

御

童

名

を

御

実

家

に

在

ら

せ

ら

れ

し

時

ハ 

松

三

郎

と

称

奉

り

、

御

家

に

入

ら

せ

ら

れ

て

直

松

と

称

奉

り

 

又

直

丸

と

称

玉

ひ

、

御

元

服

あ

つ
て

弾

正

大

弼

と

称

奉

、

隠

居

し

 

玉

ひ

て

越

前

守

と

改

玉

ひ

し

な

り

、

又

文

学

の
御

風

雅

と

て

御

 

学

問

所

を

稽

古

堂

と

称

し

、

御

居

間

を

白

鶴

台

と

称

し

、

又

 

来

章

閣

と

称

し

、

御

号

を

鷹

山

と

称

し

、

御

園

を

紫

霞

園

と

 

名

付

け

ら

れ

、

隠

居

ま

し

〱
城

南

三

御

丸

に

住

居

し

玉

へ

ハ
御

 

号

を

南

亭

と

称

し

、

又

餐

霞

館

と

称

せ

ら

れ

し

、

御

筆

を

 

染

ら

れ

し

も

の

に

此

等

の
御

称

号

を

記

し

玉

へ

ハ
爰

に

書

付

置

は

へ
る

、

 

○

公

実

ハ
秋

月

長

門

守

種

美
初

の

名

佐

渡

守

の
第

二
男

に

て

 



ま
し
ま
せ
し
を
、
大
炊
頭
重
定
公 

隠
居
ま

し

〱
て

ハ 

大

殿

様

と

称

し

奉

り 
し
な

り
、
御
嫡
男

を
若
殿
と
唱

る
に
対
す

れ

ハ
、
な

へ
て

ハ
当
主
を 

大
殿
と
称

る
か
常

の
事
な

か
ら
、
御
家

に

て

ハ
当
主
を
称

し
奉

り

て 

屋
形
様

と
申
上
奉

る
よ
り
、
隠
居
ま

し
ま

せ
る
を
大
殿
と
称

し 

奉

る
事
な

り
、
さ

れ

ハ
継

て
隠
居
ま

し
ま

し
て
隠
君

二
人
ま

し
ま
せ

ハ 

治
憲

公
を
称

し
奉

り

て
中
殿
と

ハ
申
上
奉

る
事
な

り
、 

 

篇
中
大
殿
と
称

し
奉

る
あ
れ

ハ
爰

に

こ
と
わ

り
置

は

へ
る
、 

養

て
世 

子
に
立

て
賜
ひ
し
か

ハ
、
宝
暦
十
年
桜

田
御
屋
敷 

世
子
御
殿

へ
引
移
ま
し

〱
、
明
和
四
年
重
定
公 

隠
居
ま
し

〱
て
、
此
君
御
年
十
七
に
て
立

て
御 

家
を

つ
き
た
ま
ひ
し
な
り
、
御
在
位
十
九
年
御
歳

 



三
十
五
に
し
て
天
明
五
年
隠
居

し
玉
ひ
、

万
寿
無 

彊
と
三
丸
御
殿

に
住

せ
た
ま
ひ
し
な
り
、 

○
公

の
世
子
に
て
ま
し
ま
せ
し
時
、
或

日
馬
場

へ
出

て
責 

馬

の
御
な
く
さ

み
あ
り
時

に
、
御

手
明
組
交
替

の
も

の
桜 

田
御
屋
鋪

に
着

日
な
り
、
其
内
何
と

い

へ
る
も

の
に
や
、
今
年 

始

て
江
戸

へ
出
た
る
も

の
な
り
、
事

々
不
案
内

に
て
馬
場 

を
通
り
御
馬
見
所
近
く
行

つ
め
け
れ

ハ
人

々
叱
し
て 

退
け
ぬ
、

元
よ
り
不
案
内

の
も

の
な
れ

ハ
驚
あ
わ

て
ゝ 



御
馬
見
処
向
諸
士
小
屋

の
垣

の
内

に
入
て
身
を
か
く 

せ
り
、
斯

し
て
久

し
く
待
け
れ
と
も
御
責
馬

の 

や
ま
さ
れ

ハ
、
何

か

ハ
た
ま
る

へ
き
、
や

む
事
な
く
し
て 

垣

の
か
け
に
て
小
便

せ
り
、
侍
衛

の
諸
士
お

の

〱
み

つ 

け

て
此
事
を
訟
ん
こ
と
を
議
す
、
此
事
公

の
御
耳
に 

達

し
け
る
に
や
、
諸
士
を
か

へ
り
ミ
見
玉
ひ
て
、

の
玉
ひ
し
、 

責
馬
を
み
て
居

し
ゆ
え
小

へ
ん
す

る
も

の
を

ハ
み
る
暇 

も
な
か
り
し
そ

〱
と

の
た
ま
ひ
し
ほ
と
に
、
議
す

る 



人

々
其
名
を
も
き
か
す

し
て
や

ミ
ぬ
、 

○
世
子
に
て
ま
し
ま
せ
し
時
、
侍
臣
某
精
進

の
朝
餉 

を
供

し
ま
ひ
ら
す

る
に
、
椀

の
中
芋

の
子
に
魚

の
鱗

一
片 

つ
ひ
て
あ
り
、
進

め
て
後
見
付

る
と

い

へ
と
も
、

せ
ん
所
を 

知
ら
す
、
公
竊

に
知

し
め
し
芋
を
覆

し
て
鱗
を 

か
く
し
玉
ひ
し
、 

○
世
子
に
て
ま
し
ま
す
時
、
侍
臣
某
潔
斎

の
日
に
あ 

つ
て
あ
や
ま

つ
て
悪
火
を
す

ゝ
め
ま
ひ
ら
す
る
側
に



侍

る
も

の
悪
火

の
よ
し
を
告
、
且
進

る
も

の
ゝ
不
敬
を
責 

た
り
し
に
、
公
き

こ
し
め
し
て
、
此
炭
も
と

ハ
い
か
な

る 

家

い
か
な

る
火
を
も

て
か
製
な
せ
る
と

の
た
ま
ひ
て 

敢

て
不
敬
を
咎
め
た
ま
は
す
、 

○
世
子
に
て
ま
し
ま
せ
し
時
、
国
民

の
困
窮
を
き

こ
し 

め
し
歎

か
せ
た
ま
ひ
、
や

か
て
世
を
継
た
ま
ひ
し
時
も
、 

や

は
り
此
ま

ゝ
な
ら

ハ
貧
民

の

一
助
に
も
成
な
ん
か
と 

の
た
ま
は
せ
し
か
、
世
を
継
た
ま
ひ
し
に
も
果
し
て
其
御 



言
葉

の
こ
と
く
御
部
屋
住
御
仕
切
料

の
ま

ゝ
纔 

弐
百
九
両

一
分
何
程
に
て
御
手
元

の
御
服
食

ハ
足 

ら
せ
た
ま
ひ
し
、 

○
公
立

て
家
督

し
た
ま
ひ
し
時

の
事
な
り
、
御
蔵

元

の
逼 

迫
せ
し

ハ
実
も
尤

の
こ
と
な
り
、
其
む
か
し
越
州
を
領

し 

た
ま
ひ
し
こ
ろ

ハ
其
御
高
も
知
ら
れ
ぬ
ほ
と
な
り
し
を
、 

百
二
十
万
石
に
て
会
津

に
移
ら
せ
玉
ひ
、

又
三
十
万
石
に 

減

し
て
米
沢
に
移
た
ま
ひ
、
夫

か
上
に
半
を
減

し
て 



十
五
万
石
を
知

し
め
し
た
れ

ハ
、
君

ハ
元
よ
り
大
国

の 
君
、
臣

ハ
お

の

〱
大
家

の
末
な
れ

ハ
君
臣
と
も
に 

む
か
し
を
し
た
ふ
人
情

よ
り
、
其
礼
其
格
も
分

に 

越
た
り
、
尤
俸
禄

こ
そ
其
時

々
に
減
た
れ
、
大
小

の
諸
士 

凡
五
千
家

に
近
く
、
其
俸
禄
を
通
計
せ

ハ
十

一
二
万 

石
に
も
至
ぬ

へ
し
、

只
夫

の
ミ
か
治
平

の
久

し
き
に
其 

格
其
式

の
み
次
第

〱
に
大
き
く
成
来
り
し
ま
に
、 

数
十
百
万

の
蓄
を
添

て

つ
か
ひ
来
り
し
よ
り
、
其
年 



の
貢
も

て
其
年

の
用
に
足
る

へ
く
も
あ
ら
す
、
出
入
豪 

家

の
も

の
に
御

手
を
下
ら
れ
利
金
息
銭
を
費

し
て 

過

し
来
り
た
ま
ひ
し
よ
り
、
御
国
政
も
御
心
に
ま
か 

せ
ら
れ
ぬ

こ
と
に

ハ
な
り
ぬ
、
尚
も
漸

々
の
衰
あ
ら

ハ 

遖

百
姓

の
難
儀
、
御
家

の
危
急

に
も
至
ら
せ
玉
ふ 

へ
き
を
、
此

こ
と
明
に
知

し
め
せ
し
よ
り
、
御
家
督

の 

は
し
め
な

か
ら
御
膳

ハ

一
汁

一
菜
を
供
さ

し
め
、
御 

服

ハ
木
綿
め
さ

せ
ら
れ
、
是
を
目
当

の
倹
約
を
と 



仰
出
さ
れ
し
な
り
、
凡

の
人
情
始
あ
ら
さ

る
事
な
く 

能
終
あ
る
こ
と
す
く
な
き
な
ら

ひ
な
る
に
、
御
在
位 

十
九
年
今
既
隠
居
ま
し

〱
て
さ

へ
其
倹
を
守
ら 

せ
玉
ひ
て
、
御
膳

ハ

一
菜

に
限
り
、
御
服

ハ
御
下
め
し 

ま

て
に
木
綿
を
め
さ
せ
ら
れ
し
な
り
、 

○
公
学
問
を
好
た
ま
ひ
、
平
洲
先
生
、 

姓

ハ
紀
、
名

ハ
徳

民
、
字

を

世

馨

と

云

、

平

洲

と 

号

し
、
俗
名
を
細

井
甚

三
郎

と

云
、
当
時

尾
張

の 
 

 
 

 
 

処
士
と

し
て
江
戸

に
住

し
、
今

挙
ら
れ

て
尾
州
家

の
儒

臣
た
り
、 

鶴
台
先
生
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

太
室
先
生
、

 

姓

ハ
瀧
、
名

ハ
長
愷
、
字

ハ
弥

八
、
鶴
台
と
号

し
、
俗
名
を 

瀧
弥

八
と

云
、
毛
利
家

の
儒

臣
た
り
、 



姓

ハ
渋
井
、
名

ハ
孝
徳
、
字

ハ
子
章
、
太
室
と
号

し
、
俗
名
を 

 
 

 
渋
井
平
左
衛
門
と

云
、
堀

田
家

の
儒

臣
た

る
か
後
挙
ら
れ

て
参
政

た
り
、 

大
湫 

先
生 
姓

ハ
南
宮
、
名

ハ
岳
、
字

ハ
喬
卿
、
大
湫
と
号

し
、
俗
名
を 

 
 

南
宮
弥

六
郎

と

云
、
尾
張

の
処
士
と

し
て
江
戸

に
任

せ
し
人
な

り
、 

を
請

し
て
常

に
師
事

し
玉
ひ
、

又
諸
臣

の
中
に
も
切 

瑳

の
た
め
に

ハ
友
事

し
た
ま

へ
る
も
あ
り
し
な
り
、 

○
平
洲
先
生
を
請

し
て
経
書

の
講
釈
を
聞
た
ま
ひ
、 

兼

て
御
家
老
御
用
人
よ
り
外
様
勤
仕

の
諸
士
ま

て
に 

侍
聴

せ
し
め
た
ま
ふ
、
或

日
大
学

の
講
釈
聞
玉
ひ
し
時 

の
事
な
り
、
其

日
し
か

〱
の
事
あ
り
て
朝
は
や
く 



起
た
ま
ひ
た
る
よ
り
頻
り
に
御
睡
を
催
さ
れ
し
事 

あ
り
、
進

て
先
生

へ
の
た
ま
ひ
し
御
言
葉

に
、
今
朝
は 

や
く
起
た
る
よ
り
頻
に
ね
ふ
り
を
催

し
て
聖
言
を
聞

の 

礼
を
失

せ
り
、
此
罪
何
を
も

て
か
補
侍
ら
む
と

の
た 

ま
ひ
し
か

ハ
、
侍
聴

の
群
臣
お

の

〱
驚
感

し
あ

へ
る
な
り
、 

○
於
琴

の
御
方 

式
部
勝

延
君

の
三
女

に
て
ま

し
ま
せ

ハ
御
部
屋
と
称

し
ま

ひ
ら

す

へ
き

御

方

な

ら

ね

と

、

深

窓

に

む

な 

し
く
ま

し
ま
す
を
も

て
年
寄
衆
御
進

め
申
媒

し
奉

り
、
御
年
十
ち

か 

ひ

の
め
ま
さ

り
に

て
ま

し
ま
す
を
、

正
室

の
江
戸

に

い
ま

せ
し
を
も

て
、
御

 

部
屋
と
下

し
ま

ひ
ら

せ

て 
 

御

奥

へ
ハ
入
ら

せ

た

ま

ひ

し
、 

御
部
屋
と
称

し
て
公

の
御
奥

に
入 



輿

し
た
ま
ふ
、
其
御
も
ふ
け
と

て
御
奥
殿

の
経
営
あ 

り
、
此
年
旱
し
て
作
毛

の
い
か

ゝ
あ
ら
ん
と

い
ひ
あ

へ
る 

ほ
と
な
り
、
公
聞

し
め
し
、
百
姓
大
旱
を
苦

し
ミ
諸
山

の 

寺
院
雩
祭
其
法
を
尽
と

い

へ
と
も

い
ま
た
し
る
し 

あ
ら
す
、
此

日
に
当

て
何
そ
奥
向

の
普
請
を
か
せ
ん
と 

の
た
ま
ひ
て
、

い
ま
た
半
な
ら
さ

る
に
奥
御
殿

の
普 

請
を
や

め
た
ま
ひ
し
、 

○
公
初

て
入
部
ま
し
ま
せ
し
年
よ
り
、
民

の
辛
苦
を 



知

し
め
さ
ん
た
め
、

又

ハ
旱

つ
ゝ
き
雨

つ
ゝ
き
に
田
畠 

御
覧

の
た
め
に
、
鉄
砲
も
た
せ
鳥
打
御

野
遊

の 

御
唱
に
て
度

々
野
間
に
出

て
耕
作

の
辛
苦
を
み 

た
ま
ひ
、
或

ハ
民
家

に
や
す
ら

ひ
何

か
れ
御
物
語
な
と 

し
た
ま
ひ
て
通
ら
せ
た
ま
ひ
し

ハ
常

の
こ
と
な
り
、
安
永 

六
年
九
月
十
九

日

の
こ
と
な
り
、
御
城

の
北
門

へ
老
た
る
嫗 

来
り
て
御
台
所

へ
通
る
と
云
、
故
を
問

へ
ハ
、
約
束

し 

ま
ひ
ら
せ
し
刈
あ
け
餅 

か
り
あ
け
も
ち
と

ハ
農
家

に

て 
 

稲

を
刈
仕

廻
た

る
祝

と

て
、
九
月
十 



九

日
に
戸

こ
と

に
餅 

 
つ
き

て
く

ら

う

を

い
ふ

、 

を
献
す
る
と
云
、
去
さ
れ

ハ
御
門

〱
滞 

な
く
通
り
御
台
所

へ
出

て
福

田
餅 

か
り
あ
け
も
ち
を
ま 

 

ろ

め

た

る

も

の
名

つ
け 

て
ふ
く

て
餅

と

い
ふ
、
福

田

の

略

語

に

て
祝

た

る

名

な

り

、 

一
苞

に
大
豆
粉

一
包
を
添

て
出
し
ぬ
、 

故
を
問

へ
ハ
、
御
門

〱
に
て
答

し
し
か

〱
の
こ
と
し
、 

各
あ
や

し
く
お
も
ひ
な

か
ら
其
よ
し
言
上
に
及
け
れ

ハ
、 

扨

ハ
殊
勝

の
こ
と
な
り
、
疾
披
露

せ
よ
と

の
御
意

に
て 

御
取
上
あ
り
、
飯
酒

の
御

手
当
よ
り
金
子
な
と
た
ま 

は
り
、
厚
く
謝

し
て
帰

し
た
ま
ひ
し
な
り
、
其
故
を 



推
尋
る
に
、
御

野
間

の
時
夕

つ
か
た

の
事
な
り
、
老
た
る 

嫗
か

い
そ
か
し
く
稲
取
仕
廻
居
た
る
を
御
覧

し
、
御
家 

中
諸
士

の
ふ
り
し
て
、
御

み

つ
か
ら
持
運
取
仕
廻
手 

伝

は
せ
た
ま
ひ
て
、
此
稲

ハ
何
米
な
り
と
問
せ
給

し
に
、 

糯
米
と
答
奉

り
し
よ
り
、
斯
手
伝
た
れ

ハ
さ
そ
か
り 

あ
け
餅
を

ハ
く
れ
る
に
こ
そ
と
、
戯
れ

の
た
ま
ひ
し
こ
と 

の
あ
り
し
を
、
公
と
知
ま
ひ
ら
せ
し
な

る

へ
し
、
此
外
彼 

村

の
老
嫗
か
み

つ
か
ら
績

て
娘

に
織
ら
せ
娵
に
お
ら
せ 



た
る
と

い
ひ
て
布
を
献

し
、
此
所

の
老
婆

か
ミ

つ
か
ら 

糸
と
り
み

つ
か
ら
織
な
せ
る
木
綿
な
ん
と
し
て
代
官
所

へ 

出
し
て
献
た
る

ハ
、
其
数
挙

て
記
に

い
と
ま
あ
ら
す
、 

老
婆

の
誠
と

て
毎
度
召
料

に
も
仰
付
ら
れ
、
ま
た 

老

に
あ
や

か
ら
せ
玉

へ
と

て
御

父
重
定
公

へ
献

し 

玉
ひ
し
も
あ
り
し
な
り
、 

○
御
年
若

に
ま
し
ま
し
な

か
ら
、
老
人
を
寵

せ
ら 

れ
し

ハ
、
齢
を
尊

ひ
玉
ふ

の
浅
か
ら
す
、
ふ
り
に
し 



事
な
と
尋
問

ひ
玉
は
ん
た
め
な

る

へ
し
、

い

つ
も 

御
在
国

の
時

ハ
近
習
外
様

の
差
別
な
く
、
と
し 

寄

て
其
人
か
ら
も
相
応
な

る
、

又
は
何
そ
に
勝
れ
た
る 

な
と
聞
ゆ
る
老
人
を

ハ
、
御
夜
咄
と
し
て
め
さ

せ
ら
れ
、 

口
に
か
な

へ
る
御
夜
食

の
御
も
ふ
け
よ
り
、
菓

子
酒 

な
と

の
御
も

て
な

し
あ
り
て
話
さ

せ
玉
ひ
し
、 

○
安
永
六
年
十

二
月
廿
三
日

の
こ
と
な
り
、
関

口
東
領

か 

衾
、
歳
暮

の
和
歌
を
御
覧

し
感
ま
し
ま
し
て
、 



綿

子
と

い
ふ
も

の
に
し
て
き
よ
と

て
綿

二
把
を
た
は
せ 

た
ま
ひ
し
、
其

二
首
、 

夜
を
寒

み
、
ね
ら
れ
ぬ
ま

ゝ
に
引
か

つ
き
、

し
は
し
ふ
す
ま

の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

夢
た
に
も
み
す 

 

お
し
む

へ
き
月
日
な

か
ら
も
老

か
み

ハ
、
年

の
寒
さ

て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

春
そ

い
そ
か
る 

○
九
十
以
上

の
老
人
御

手
当

の
事
、
安
永
六
年

の
事
な
り
、 

諸
士

ハ
御
城

に
召
さ
れ
、
百
姓
町
人

ハ
代
官
所

へ
め
さ
れ
、
そ

の 

処
に
御
成
あ

つ
て
逢

せ
ら
れ
し
な
り
、
御
城

へ
召
さ
れ
し 

分

ハ
御
仲
之
間

口
ま

て
駕
篭

め
さ
れ
、
御
座

の
間

へ 



め
し
て
逢

は
せ
ら
れ
、
公
と
御

父
重
定
公

ハ
御

二
の 

間
に
列
座
ま
し

〱
、
老
人
と
も

ハ
御

四

の
間
ま

て
め
さ 

れ
、
御
小
姓
頭
御
取
合
あ
り
、
御
懇

の
御
意
下
り
、
猶
御
三 

の
間

へ
下
ら
せ
玉
ひ
、
何

か
れ
御
親

し
き
御
尋
問
あ
り
、 

公
よ
り
時
服
た
ま
は
り
、
重
定
公
よ
り
金
子
た
ま
は
り
、 

其
御
席

に
て
御
料
理
玉
は
り
、
此
時
も

の
そ
ま
せ
た 

ま
ひ
、
御
労
り

の
御
意
御
懇
な
り
、
御
前
と

い

へ
と
も
其 

取
扱

の
常

に
か
は
ら
ぬ
様

に
と

の
御
労
り
に
て
、
子

々
共 



の
内
附
添

は
せ

へ
き
よ
し
、
御
料
理
拝
服

の
給
仕
も 

子

々
共
に
さ
す

へ
し
と

の
御
事

に
て
、
或

子
、
或
孫
、
或
娘
、 

或
娵
、

お

の

〱
二
三
人

つ
ゝ
附
副
せ
て
、
常

の
こ
と
く
給 

仕
し
事

へ
し
め
玉

へ
り
、
斯
り
し
か
は
、
此
席

に
侍

り
て
親 

し
く
見
し
人

ハ
い
ふ
に
や
及

へ
き
、
聞
け
る
人

々
に
も
老
を

ハ 

安

ん
す

へ
け
れ
、

父
母
に

ハ
能
事

ゆ

へ
け
れ
と
、
既
往
を
悔

ミ 

未
来
を
勤

る
心
発
ら
ぬ

ハ
あ
ら
す
、
さ
れ

ハ
、
公
さ

へ
悔
ま 

せ
た
ま
ひ
し
、
彼
子

々
と
も
か
給
仕
し
事

ゆ
る
あ
り
さ
ま

の 



し
ほ
ら

し
く
誠
な

る
実
も
老
を
養

ん
、
子

々
共

ハ
斯 

こ
そ
あ
ら
め
、
実
も
父
母
に

つ
か

へ
ん
事
彼
等

か
こ
と
く 

あ
る

へ
け
れ
、
け
ふ
か

の
子

々
と
も
か
事

ゆ
る
あ
り
さ
ま
を
み 

す

ハ
、
大
名

ハ
斯

る
も

の
と
あ
ん
し
て
、
終
不
孝

に

ハ 

過
す

へ
き
、

只
恨
ら
く

ハ
御
殿

へ
た

ゝ
り
て
朝
夕
馴
そ

へ 

つ
か
え
ま
ひ
ら
せ
ぬ
事

の
残
念
、

せ
め
て

ハ
斯
招
請

し
ま 

い
ら
せ
し
時

は
か
り
も
み

つ
か
ら
給
仕
し

つ
か
え
ま
ひ 

ら
す

へ
し
と
、
幾
度
厚
く
辞

し
給
ふ
を
、
強

て
願
は
せ 



た
ま
ひ
て
、
け
ふ
を
は
し
め
に
御

ミ

つ
か
ら
給
仕
し
御 

膳

ハ
す

ゝ
め
た
ま
ひ
し
な
り
、
さ
れ

ハ
其
後
百
姓
町
人
を
代 

官
所

へ
め
さ
れ

て
も

て
な

し
玉

へ
る
も
、
大
抵

ハ
前

に
同 

し
、

只
時
服
賜
し
を
米

に
か

へ
ら
れ
し
ま

て
な
り
、
斯
り
し 

か

ハ
年

々
め
し
て
逢

せ
ら
る

へ
き
事
な

る
に
、
寒
き
時 

老
人
を
は
る

〱
め
し
て
逢

せ
ら
る

ゝ

ハ
御
心
な
き

こ 

と
な
り
と
お
ほ
し
め
し
、
以
後

ハ
就

て
た
ま
は
る

へ
し
と

て
、 

其
後

ハ
諸
士
に

ハ
其
頭
を
も

て
玉
は
り
、
百
姓
に

ハ
村
長 



の
も

の
を
し
て
其
家

々
に

つ
い
て
玉
ひ
し
事

に

ハ
な
り 

ぬ
、
初

ハ
冬
召
出
さ
れ
た
り
し
か
、
あ
し
た
夕
を
は
か
り 

か
た
き
老
な
れ

ハ
、
若
も
其
年
死
し
て
賜
に
も
る

ゝ 

も

の
あ
ら
ん
か
と

の
浅
か
ら
ぬ
御
沙
汰

に
て
、
春

は
や
く 

賜
は
る
こ
と
に

ハ
な
り
し
也
、 

○
御

父
重
定
公
、
金
剛
流

の
仕
形
御
稽
古
ま
し

〱
て
、 

重
き
習
事

み
な
伝
受

し
極
た
ま
ひ
し
ほ
と
な
る
よ
り
、 

諸
御
芸
事

の
内
能

ほ
と
す

か
せ
玉
ふ

ハ
あ
ら
す
、
公

ハ 



元
よ
り
御
稽
古

の
浅
き
よ
り
お

の

つ
か
ら
す
か
せ
玉
ふ
と 

い
ふ
場
に
至
ら
せ
玉
は
さ
り
し
か

ハ
、
始

ハ
い

つ
の
御
能 

御
囃

子
に
も
御

ミ

つ
か
ら

の
御
仕
形
な
と

い
ふ
事

ハ 

な

か
り
し
な
り
、
或
時
思

し
め
し

つ
か
せ
玉
ひ
し
、
斯
ま

て 

す

か
せ
玉
ひ
し
こ
と
な

か
ら
、
公

の
御
き
ら

ひ
に
て
ま
し 

ま
す
と
な
ら

ハ
、
御
心

の
ま

ゝ
に
な

し
、

に
く

ゝ
も
あ
ら
せ
給
ふ 

へ
し
、
南

山 

南

山
館

ハ
重
定

公
御
隠
殿

の
御

号
、
詩
経

に
如
南

山 
 

 

之
寿

不
騫

不
崩

と
あ

る
に
、
義

を
取

て
名

つ
け
ら
れ

し
な

り 

の 

御
寿
不
騫
不
崩
と

ハ
い

へ
と
も
、
御
余
年

の
御
楽

只
此
能

に 



し
く

ハ
あ
ら
せ
玉
は
す
、
公
其
御
相
手
を
な

し
ま
ひ 

ら
せ
玉
は

ゝ
、
殊
に
御
心

の
ま

ゝ
に
て
御
楽
も
ま
さ
り
た
ま 

は
ん
と

て
、
其
後

ハ
能

に
も
囃

子
に
も

い

つ
も
御

み

つ
か
ら 

御
仕
形
な
さ
れ
し
、
さ
れ

ハ
御
能

の
度

こ
と
、
先
御

ミ

つ
か
ら 

稽
古

し
玉
ひ
、
な
を
其
上
を
重
定
公
に
み
せ
ま
ひ
ら
せ
ら
れ
、 

そ

こ

〱
御
直

し
う
け
玉
ひ
し
も
、
亦
深
き
御
含

の
あ
り
し 

な

る

へ
し
、 

○
公
江
戸
に
在

せ
し
時

の
事
な
り
、
金
剛
三
郎

か
年
寄

て 



其
芸

の
上
達

せ
る
を
御
覧

し
て
思
召

つ
か
せ
玉
ひ
し
、 

父
上
隠
居
ま
し

〱
て
よ
り
今
安
永
七
年
ま

て
十

二 

年
な
り
、
其
十

二
年

の
間
に

ハ
お

の

つ
か
ら
御
芸
も
上
達 

ま
し
ま
せ

ハ
、
三
郎

か
老

て
上
達

せ
る
芸
を
も
、
見
た
ま 

は
ま

ゝ
お
ほ
す

へ
し
、
此
節

三
郎
を
下
し
て
御
慰

に 

成

し
ま
ひ
ら
せ
た
ら
ん

ハ
、
何

の
御
楽

か
是

に
過
さ
せ 

た
ま
は
ん
、
門
弟

二
三
人
も

つ
れ
下
れ
と

の
御
頼
に
て
、
御 

国
も
と

の
赤
湯
湯
治

の
願
に
て
下
し
て
御
慰

に
な

し 



た
ま

へ
り
、 

 
○
離
れ
舞
台

ハ
御
本
丸
に
あ
り
て
足
ら
せ
た
ま

へ
と
も
、 

御
留
守
年
な
と
御
取
開

の
苦
脳
な

る
よ
り
、
時

々
の
御
能 

も
御
心
に
ま
か
せ
た
ま
ふ
ま
し
き
事
を
お
ほ
し
め
し
、 

天
明

二
年
御
隠
殿
御
構

の
内

へ
新

に
離
舞
台
を
建 

進
ら
れ
し
、 

○
重
定
公
御
隠
殿

の
御
庭

に
築
山
遣
水

の
御
も
ふ 

け
あ
り
な

か
ら
、
御
構

の
広
け
れ

ハ
、
猶
も
御

手
を
篭 

八
月
始

に
下
り
十
月 

は
じ
め
に
帰
れ
り
、 



ら
れ
た
く
お
ほ
せ
と
も
、
重
き
御
倹
約
中
、
斯

る
御
慰 

に
物
費

し
た
ま
は
ん
事

の
御
遠
慮

に
思

し
め
せ
し

ゝ
も
、 

亦
有

か
た
き
思

し
め
し
と
そ
、
此
事
公
き

こ
し
め
し
、 

御
老
年

の
御
な
く
さ

み
何

か
是

に
過

へ
き
、
何

の
御
遠 

慮

に
か
及
は
せ
た
ま
は
ん
、
お
ほ
し
め
し

の
ま

ゝ
に

つ
き 

た
ま

へ
と

て
、
数
多

の
人
足
進
ら
れ
し
か

ハ
、
御
心

の
ま

ゝ
に 

築
た
ま
ひ
し
、 

○

い

つ
の
事
な
り
し
か
、
其
年

ハ
わ
す
れ
ぬ
、
江
戸
に
在

せ
し 



時

の
事
な
り
、
公
御
国
に
在
す
れ

ハ
、
度

々
御
招
請
進 

ら
れ
御
な
く
さ
め
も
進
ら
る

へ
き
に
、
御
留
守
年

に

ハ 

さ
そ
御
徒
然

に
も
在

せ
ら
る

へ
し
、
駿
河
殿 

御
末
家

駿
河

守

勝

承

公

、 

下
り

の
上

ハ
、
定

て
時
折
ふ
し

の
招
請

ハ
有

へ
け
れ
と
、 

不
如
意

の
駿
河
殿
な
れ

ハ
、
不
時

の
御
な
く
さ
め
と 

い
ふ
ま

て
に

ハ
中

々
用
人

の
取
量
む

つ
か
し
か
ら
ん
、 

定
れ
る
招
請

の
こ
と
き
事

々
し
き
も

て
な

し
に
て

ハ
、 

度

々
の
御

入
も
御

い
た
み
思

し
め
さ
ん
、
軽
き
も
ふ
け
に 



さ

し
か
け

て
御
案
内
申
上
、
花

の
日
、
月

の
夕
、
夏

の
御 

涼

ミ
、
冬

の
御

つ
れ

〱
を
御
な
く
さ
め
申
上
ら
る

ゝ
た
め
、 

内

々
に
て
駿
河
殿

へ
御

手
当
申

せ
、
扨
我
等
斯
心
遣

せ
し 

な
と
大
殿
様

の
御
聴

に
達

し
な

ハ
、
是
も
亦
御
気
遣

ハ 

し
く
思

し
め
す
道
な
れ

ハ
、

か
な
ら
す
是
式
御

手
当
申 

せ
し
事

の
露
顕

せ
ぬ
や
う

に
能
取
量

へ
と
、
能

々
河
野 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
申
含

て
、
其
相
応

の
御

手
当
申

せ
と 

の
た
ま
せ
し
か

ハ
、
思
召

の
し
か

〱
を
四
郎
左
衛
門

へ
い
ひ 

駿
河
殿
様
御
用

人 

四
郎
左
衛
門
、 



含

て
御

手
当

の
金
子
わ
た
せ
し
、 

○
予
か
書

る
此
文
に
処

々
我
名
を
出
せ
る
こ
と
、
何
と 

や
ら
ん
、
我
を
飾

る
に
似

て
人

の
下
墨
も
や
と
恐

る
れ
と 

知
ら
さ

る

ハ
せ
ん
か
た
も
な

し
、
知

る
を
も
ら
さ
ん
も
亦 

恐
れ
て
余
り
あ
れ

ハ
、
爰

に
こ
と
わ
り
は

へ
る
、
公
御
隠
居 

な
さ
れ
し
後

の
こ
と
な
り
、
御
事
も
繁

か
ら
ね

ハ
、
な
を 

さ
ら
常

々
御
孝
養

の
事

に

の
み
御
心
を
尽
し
玉
ひ 

し
よ
り
、
能
囃

子
或
御
仕
舞

尽
し
な
と
に

ハ
、

い

つ
も 



数
番

の
御
相
手
な
さ
れ
し
、
或
時

予
を
召
れ
し
時

の 
御
意

に
、
扨
近
来

ハ
隙

の
な
き
事
な
り
、
近
頃

の
御
囃 

子
か
す
め

ハ
、

又
来
る
何

日

の
御
仕
舞

尽
し
自
分

か
勤

る 

番
数

の
多
き
に
、
直
丸
殿

か
勤
や

る
番
数
も
亦
多

し
、 

自
分
か
勤

る

の
と
直
丸
殿

か
勤
や

る

の
と
取
合
た
る 

数
十
番
を
覚

ん
と
す
れ

ハ
扨

々
隙

の
な
き
も

の
な
り
、 

し
か
し
是
式
な
く
さ

ミ
か
て
ら

の

つ
と
め
も

て
、
孝 

行
と
も

い
は
れ
ね
と
、
此
御
相
手
に
慰
め
奉
れ

ハ
、
さ

し 



て
の
不
孝
と
も
お
ほ
し
上
ら
れ
ま
し
き
か
、
是
全
く
幼 

年

の
時
教

て
く
れ
し
小
兵
衛 

 
 

 
 

 
 

 

か
庇 

な
り
と
お
も

へ
ハ
、
今
更
別

て
忝

お
ほ
ゆ
る
そ
と

の
た
ま
は 

せ
た
る

ハ
、
誠

に
有

か
た
き
御
意
な
り
し
、
さ
れ

ハ
恐
多
く

ハ 

存
奉

り
な

か
ら
、
此
時

予
か
御
答

に
、
彼
か
庇
と
思

し 

つ
か
せ
玉
ふ

こ
と
、
彼
か
身

に
取

て
本
懐

の
至
な
り
、
斯
迄 

お
ほ
し

つ
か
せ
玉
は

ゝ
、
な
と

て
疾
召

て
御
謝
詞

ハ
の
た
ま 

は
せ
ぬ
賜

ハ
下
し
た
ま
は
さ

る
、
賞

不
踰
時
と
は

へ
る
も 

御
幼
年

の
時

の
御

小
姓
黒
金 

仕
舞
謡
な
と
教
奉

り
し
、 



人
命

の
定
な
き
ゆ

へ
な

る

へ
し
、
や

か
て
謝

せ
ん
と
お
ほ
し
め
す 

間
に
、
其
事

の
空

し
き
に
至
ら

ハ
、
悔
ま
せ
給
ふ
共
、
返
る

へ 

か
ら
す
と
申
上
た
り
し
か

ハ
諌

に
し
た
か

ハ
せ
玉
ふ
事 

流

る

ゝ
か
こ
と
く
、
扨

こ
そ
よ
ふ

ハ
申
た
り
、
疾

よ
ん
て
謝
す 

へ
し
と

の
御
意
な
り
し
、
予
其
夜

ハ
降
旗
左
司
馬
か 

処

へ
招
か
れ
た
れ

ハ
、
御
殿
よ
り
直

に
ま
か
り
ぬ
、
相
客
も 

多
く
あ
り
、
其
饗
応
半
な
ら
ん
頃
、
差

か

ゝ
る
御
用 

あ
り
、
御
殿
遅
く
退
し
と

の
い
ひ
わ
け
に
て
、
山
岸
六
助 



 
 

 

か
来
り
て
、
予
か
側
に
座

せ
り
、

一
通
り

の
会 

釈
す
み
、
予
か
耳
に

口
押
あ

て
ゝ
、
黒
金

ハ
本
望

の
事
也
、 

彼
を
召
せ
し
ゆ

へ
お
そ
な

は
れ
り
と

い
ふ
に
そ
、
其
時 

さ

こ
そ
と
も

い
は
れ
ね

ハ
、
何
等

の
事

そ
と
知
ら
ぬ
顔

に 

問
た
り
し
に
、
六
助
か
答

へ
て
、
小
兵
衛
を
呼
出
せ
羽
織
を
出 

し
を
け
と

の
御
意
下
り
、

し
か

〱
の
御
話
あ
り
、
早
く 

謝
す
も

の
と
九
郎
兵
衛

か
教

へ
し
故
と

の
御
意
な

る
に
、 

知
ら
ぬ
顔

の
面
に
く
き
と
答

へ
し
、
さ
れ

ハ
予
か
た
ま
さ

か 

御

手
水
番 

 

御
役
、 



の
心
付
申
上
た
り
し
を
、
其
あ
り

の
ま

ゝ
に
書
記
す
事
、 

聖
慮

に
対
し
奉

り
憚

る
所
あ
り
、

又
小
兵
衛

か
聞
た
ら 

ん
に
亦

い
か

ゝ
敷
所
あ
れ
と
芻
蕘

の
言
を
も
疎

に
し 

た
ま
は
さ

る
、
御
徳

又
彼
か
教

し
と

の
た
ま
は
せ
し 

御
心

の
空

し
き
御
孝
宣

の
た
ふ
と
き
と
、
彼
か
庇
と 

お
ほ
し

つ
か
せ
し

の
浅
か
ら
ぬ

一
事

に
、
四

の
御
美
徳

の 

篭
れ
る
を
、

己
か
徳
を

の
ミ
か

へ
り
み
て
も
ら

し
隠
さ
ん 

の
恐
あ
れ

ハ
、
爰

に
こ
と
は
り
て
あ
り

の
ま

ゝ
を
記
し
ぬ
、 



○
御
先
君
御
代

々
孝

子
御
賞
誉
な
さ
れ
し
事

は 
其
数
挙

て
算
ふ

へ
か
ら
す
と

い

へ
と
も
、
公

の
御
在
位 

纔

十
九
年

の
間
、
孝

子
或
奇
特

の
も

の
賞
誉

し
た
ま 

へ
る
こ
と
凡
八
十
五
人
、
孝

子
不
匱
永
腸
爾
類
と
か
、
公

の 

孝

子
に
て
ま
し
ま
せ

ハ
、
其
事

に
御
世
話

の
厚
き
よ
り
、 

其
人
も
亦
斯

ハ
多

か
り
し
に
や
、 

○
何

か
れ

の
御
慎
常

々
の
事

ハ
記
に

い
と
ま
あ
ら
す
、
其 

内

一
二
事
を
挙

て
い
は

ゝ
、
御
裁
許
あ
り
て
死
刑
行

る

ゝ 



日

ハ
い
ふ
に
や
及

へ
き
、
大
抵
軽
き
御
裁
許
に
て
も
行 

る

ゝ
其

日

ハ
、
御
飯
も
ひ
か

へ
て
常

よ
り

ハ
不
足
に
き

こ
し 

め
し
、
御
菜
物

の
内
も
好
味
な
ら
ぬ
を
ゑ
り
て
、
夫
さ

へ 

少
し

つ
ゝ
き

こ
し
め
せ
し
な
り
、
天
明
四
年
四
月

ハ
江
戸 

御
参
府

の
年
な

る
か
、
前
年
奥
羽

一
統

の
凶
作

に
て
、 

御
国

の
人
民
も
既
危

か
り
し
ほ
と
な
り
し
か
、
公
御 

寝
食
を
安

ん
し
玉
は
す
、
其
御

手
当

の
行
届

し
ほ 

と
に
民
命
も
全

か
り
し
な
り
、
此
御
手
当

の
事
、
下
に 



出
せ

ハ
爰

に
略
せ
る
な
り
、
斯
り
し
ほ
と
な
る
ゆ

へ
、
御
国
民 

の
危
急
を
余
所
に
し
て
参
府

し
た
ま
は
ん
事
忍

ハ
せ 

た
ま
は
す
、
参
府
御
延
引

の
思

し
め
し
あ
り
な

か
ら
、
是

か 

た
め
と

の
御
願
あ
ら
ん
も
人
か
ま
し
と

の
御
恭
遜
あ
り
、 

又
人
に
ぬ
き
ん
せ
し
事

ハ
な

し
た
ま
ふ
ま
し
き
事
と

て
、 

朝
廷
を
あ
さ
む
か
せ
た
ま
ふ
御
恐

ハ
余
り
あ
り
と

い

へ 

と
も
、
去
年
よ
り

の
御
脚
痛
猶

又
発
り
て
長
途

の 

御
乗
輿
御
む

つ
か
し
き
と

の
御
唱
に
て
、

一
先
御
参 



府
御
延
引
あ
り
、
扨
御

手
当
も
行
届
民
命
全
き
に 

至
り
て
、
十
月
は
し
め
に
御
国
も
と
立
せ
玉
ひ
て
参 

府

し
玉
ひ
し
な
り
、
斯
御
脚
痛
と
称
せ
ら
れ
た
れ

ハ 

纔

二
丁
に
も
足
ら
ぬ
間
な

か
ら
、
重
定
公

の
御
隠
殿

へ 

朝
夕

し
玉
ふ
に
も
、

い

つ
も
御
乗
輿
な
さ
れ
し
な
り
、 

○
幸
姫
君

の
御
事

ハ
、
御
縁
台
と
し
て
公
に
さ

ひ
あ

ひ 

し
玉

へ
る
正
室

に
て
ま
し

〱
け
る
か
、
御
虚
弱

の
御
病 

身

に
て
、
終
御
枕
を
共
に
し
玉
ふ

こ
と

の
叶
は
せ
た
ま 



は
さ
り
し
ほ
と
な
れ

ハ
、
御
在
府

の
年

々
御
相
手

の 
な
き
を

い
た
ま
せ
玉
ひ
、
江
戸

の
御
奥

に
御
妾
を

つ
か 

は
せ
た
ま

へ
と
、
幾
た
ひ
か
幸
姫
君
よ
り
強

て
願
は
せ 

玉
ひ
し
に
、
江
戸
に
は
幸
姫
君
在

せ
り
、
国
に

ハ
於
琴

の
方 

あ
り
、
家
中
江
戸
詰

の
諸
士
誰

か
妻
を
供

し
て
勤

る
も

の
ゝ 

あ
る
と

の
た
ま
は
せ
て
、
切

の
御
願
に
も
終
ゆ
る
し
玉 

は
さ
り
し
、 

○
大
倹
行

る

ゝ
に

つ
き
、
御
在
位
中
に
も
三
時

の
御
膳
御
奥 



に
て
き

こ
し
め
せ
し
な
り
、
公
上
面
に
座

し
玉
ひ
、
世
子 

顕
孝
公
隅
か
け

て
御
側
に
座

し
玉
ひ
、
引
下

つ
て
下 

に
於
琴

の
方
侍
座

し
玉

へ
り
、
顕
孝
公
御
幼
年

の
事 

な
れ

ハ
、
於
琴

の
御
方

へ
、
塩
梅

ハ
辛
き
を
御
好

に
て
も
や 

と

の
玉
は
せ
け
る
に
、
於
琴

の
御
方
御
答

に
、
さ

し
て 

辛
甘

の
好
悪

ハ
な
く
侍
れ
と
、
甘
に
く
ら

へ
て
辛
き
か
た

ハ 

た

へ
よ
き
様

に
お
ほ
え
侍

る
と
あ
り
し
に
、

又
公

へ
向
は 

せ
ら
れ
、
御
前

に

ハ
甘
き
を
御
す
き
か
と
存
上
奉

る
と 



御
伺
あ
り
し
に
、
公
答

ひ
ま
し

〱
て
、

い
や
何
と
し
た
る 

事

に
や
、
膳
部
人

の
拵

て
出
せ
る

ハ
い

つ
も
塩
梅
よ
く
お 

ほ
え

は

へ
る
と

の
玉
は
せ
し
、 

○
天
明
三
年
三
月

の
事
な
り
、
世
子
顕
孝

公

の
御
室

に 

松
平
土
佐
守
豊
雍

の
御
娘
釆
姫
君
を
御
縁
約
あ
り
、
始

て 

土
州
御
招
請

の
時
、
表
御
座
敷
御
祝

の
御
饗
応
も
既
に 

闌
に
及
た
れ

ハ
、
追
付
御
勝
手
御
座
敷

に
移
ら
せ
玉
ふ 

へ
し
、
御
勝
手
御
饗
応

の
物
数

い
か

ゝ
滞
も
な
き
や
と 



御
膳
番

の
蓼
沼
友

四
郎
、
御
膳
部

の
番
将
を
呼

て 
尋
け
る
よ
り
、
夫

々
御
献
立
に
向

ひ
て
し
ら

へ
た
れ

ハ
、 

御
勝
手
御
座
付

の
は
し
め
に
供

し
ま

い
ら
す
る
御
餅 

菓

子
御
用
意
落

に
成
た
り
、
御
台
所
役
人

の
申
出
に 

御
献
立
表
を
も

て
御
菓

子
屋

へ
申
付

へ
き
を
、
何
と
し
た
る 

事

に
や
、
取
ま
き
れ
て
申
付
さ
れ

ハ
、
御
台
所

の
不
調
法 

に
と

ゝ
ま
る
と
云
、
御
膳
部

の
申
出
に
縦
令
御
台
所

の 

間
違
あ
れ

ハ
と

て
、
御
献
立
表

ハ
全
御
膳
部

の
大
事 



な
れ

ハ
、
疾

に
其

し
ら

へ
に
も
及

へ
き
を
、
斯
ま

て
の
間
違 

に
至
ら
せ
し

ハ
、
畢
竟

の
所

ハ
御
膳
部

の
不
調
法

に
止
る 

と
云
、
此
時
友

四
郎
差
図
し
て
、
差
懸
り
今
と
云
、 

今

不
調
法

の
申
出

ハ
先

〱
よ
す

へ
し
、
早

々
多

人
数
を 

出
し
、
近
町

の
菓

子
屋
と
も

へ
触
渡
し
、
餅
菓

子

の
品

々 

取
上
よ
、
其
内
を
撰

は

ゝ
其
相
応
な
る
も
あ
る

へ
し
と
、 

爰

に
お
ひ
て
数
人
を
出
し
て
呼
し
か

ハ
、
各
あ
り
あ
ふ 

餅
菓

子
持

て
数
軒

の
菓

子
屋
馳
集

る
、

し
か
れ
と
も 



御
念

に
御
念
入
ら
れ
て
、
其
品
珍

し
き
菓

子
組
な 

れ

ハ 
安
永

十
年

三
月
、
御
老
中
招
請

し
玉
ひ
し 

 
時

の
菓

子
組
を
も

て
御

下
知

の
菓

子
組
な

り
、 

元
よ
り
出
合

の
菓 

子
に
あ
る

へ
き
に
も
あ
ら
す
、
止
事
な
く
し
て
彼
と
是
と 

を
取
合

せ
た
れ

ハ
、
品

こ
そ
あ
し
け
れ
先

ハ
可
な
り
に
も 

御
間

の
か
け
ぬ
事

に

ハ
な
り
ぬ
、
斯
り
し
ま

ゝ
に
友

四
郎 

そ

つ
と
公
を
御
呼
立
参
ら
せ
、

し
か

〱
の
間
違
あ
り
、 

差
懸
り
止
事
な
け
れ

ハ
是

々
の
品
を
組
合

せ
て
と 

言
上
せ
し
に
、
其
菓

子
組
書
立
を

つ
ら

〱
見
玉
ひ
て
、 



扨
も

〱
玄
人
と
も

の
す
る
事

ハ
各
別

の
物
な
り
、
前

に 
差
図
せ
し
菓

子
組

に
く
ら

へ
て

ハ
又
雲
泥
懸
隔

ケ

ン
カ
ク

に 

よ
き
な
り
と
、

ひ
た
す
ら
に
誉
た
ま
ひ
し
ほ
と
に
、
夫

々 

よ
り
不
調
法
を
訟
た
れ
と
も
、
御

呵
に
も
及
は
す
済

し
、 

○
天
明
六
年
九
月
八
日
、
将
軍
家
治
公
御
他
界
あ

つ
て
、
御 

院
号
を
俊
明
院
殿
と
称
た

て
ま

つ
る
、
さ
れ

ハ
公
月

の
八
日 

〱
に

ハ
終

日
精
進

の
御
膳
ま
ひ
ら
す

へ
き
よ
し
、
其
砌 

仰
出
し
置
れ
し
に
、
或
八
日
朝
御
膳

に
魚

の
御
料
理
し
て 



進
奉

り
し
、
御
大
倹
中
御
奥

に
て
き

こ
し
め
す
御
膳 

ゆ

へ
、
御
膳
番

の
量
な
く
女
中

の
給
仕
な
り
し
よ
り
、
何

の 

心
な
く
進
参
ら
せ
た
り
し
に
、
凡

の
事
久

し
く
ふ
り
に
し 

事

ハ
間
違
ふ

こ
と
も
な
き
も

の
な

る
に
、
近
き

こ
ろ

の 

事

に

ハ
間
違
ふ
事

の
あ
る
事
、
誰

々
も

の
か
れ
ぬ
常 

な
り
、
け
ふ

ハ
俊
明
院
様

の
御
忌

日
な
れ

ハ
精
進

に
致
さ 

せ
よ
、
扨
今
朝

ハ
何
と
し
た
る
事

に
や
、

い
ま
た
食
気
な

し
、 

殊
に
仕
懸
り

の
書
事
あ
る
を
、
半
に
筆
置

て
入
た
れ

ハ
、 



書
事
終

へ
て
く
は
ん
こ
そ
仕
合
な
り
、
遅
き

ハ
苦

し 
か
ら
す
、
迚
も
ゆ
る

〱
と
せ
さ
せ
よ
と

の
御
意

に
て
、
御 

表

へ
出
さ

せ
玉
ひ
し
な
り
、
去
れ

ハ
け
ふ

の
御
膳
部
役

ハ 

白
井
源
蔵
と

い

へ
る
も

の
な
り
、
斯
る
大
な
る
誤
ゆ

へ
、

只

々 

恐
入

の
ミ
、

か
ほ
と

の
不
調
法

こ
れ
あ
るル

身

の
御
膳

の 

包

丁
恐
入
な
り
、
疾
同
役

へ
相
譲
、
扨
支
配
頭

へ
訴
御 

裁
許
を
待

へ
し
と
当
番

の
御
膳
番

へ
断
た
り
、
御
膳 

番
差
図
し
て
、
御
膳
遅
引
せ
ん
事

ハ
恐
多

し
、
差 



扣

の
申
出

ハ
御
膳
後

の
沙
汰
な
り
、
先

〱
急

て
御
膳 

図
を
な
す

へ
し
と

て
、
精
進
御
料
理
に
取
か

ゝ
り
ぬ
、
斯
り 

し
ま

ゝ
に
多

人
数
取
懸
り
漸
く
御
膳
も
調
け
れ

ハ
、
公 

御
膳

に
向
は
せ
ら
れ
御
快
く
き

こ
し
め
し
、
玄
人

の 

す

る
業

ハ
各
別
な

る
も

の
な
り
、
今

の
間
に
仕
出
し
た
る

ハ 

玄
人
な
ら
ね

ハ
叶

は
ぬ
事
な
り
、
殊
塩
梅

の
よ
き
に

ハ 

驚

入
と

の
御
賞
誉
度

々
に
て
、
常

ハ
御
飯
も

二
膳

に
か 

き
り
て
き

こ
し
め
せ
し
か
、
今
朝

ハ
三
椀
き

こ
し
め
せ 



し
な
り
、
さ
れ

ハ
源
蔵

ハ
支
配
頭

へ
訟
ふ

へ
き
に
、
極

て
差 

懸
る
事

ゆ

へ
差
扣

の
事
断
け
る
よ
り
、
御
膳
番
し
か

〱

 

の
こ
と
言
上
し
け
れ

ハ
、
則
御
膳

に
向
は
せ
玉
ひ
し
時

の 

こ
と
く

の
御
賞
誉
な
り
し
か

ハ
、
御
膳
番
感
涙
し
て 

白
井

の
訟
を
と
め
し
、 

○
予
隠
居

の
風
流

に
ま
か
せ
て
、
居
屋
敷

の
く
ま

〱
よ
り 

下
屋
敷
ま

て
に
百
草

の
種
ま
き
、
水
灌
な
ん
と
に
た

の 

し
み
、
其

か
初
摘
を
た

て
ま

つ
る
事
を
常
と
せ
り
、
或
年 



煙
草
も
相
応

に
出
た
り
け
れ

ハ
、
手
作

の
小
柳 

舘

山
村

の
煙

草
を
小
柳

と 

な
ん
と
書
付

て
、
是
を
も
添

て
た 

て
ま

つ
り
し
事
あ
り
、
其
後

の
御
意

に
過

し
頃

の
種

々 

満
足
せ
り
、
其

か
中
に
煙
草

ハ
殊
に

口
に
か
な

へ
り
、
ま
た
も 

あ
ら

ハ
献
れ
と

の
た
ま
は
せ
ぬ
、
故
を
伺
ま
ひ
ら
す
る
に
、 

汝

か
知

こ
と
く
煙
草

ハ
柔
和
な

る
を
好
む
に
、
何
と
し
た
る 

事

に
や
、
近
来

ハ
次
第

〱
に

つ
よ
む
き
を
出
す
ゆ

へ
、
た
と 

へ
ハ
三
服

の
ま
ん
を

一
服

の
ミ
、

五
服

の
ま
ん
を
や
う

〱
こ
ら

へ
て 

い
ひ
て
、
御

国

の
名
産
な
れ

ハ 

戯

に
其
名
を

か
り
し
な

り
、 



二
服
も

の
ん
て
居
り
し
な
り
、
さ
れ

ハ
取
替

て
と

い
は
ん 

と
す
れ

ハ
、

又
考

る
に
、
よ
き
を

〱
と

の
心
遣
な
る

へ
き
を
、 

あ
し

〱
と

い
は
ん

ハ
気

の
毒
な
り
と
、

つ
と
め
こ
ら

へ
て 

の
ん
て
居
た
り
し
に
、
汝

か
手
作

の
柔
和
な
れ

ハ
、
斯

ハ 

こ
の
む
と

の
玉
は
せ
し
か

ハ
、
御
請
申

て
退
ぬ
、
扨
御
煙
草 

司
る
も

の
ゝ
、
斯
ま

て
有

か
た
き
お
ほ
し
め
し
を
知
参 

ら
せ
さ
ら
ん
こ
と

の
気

の
毒
な

る
よ
り
、
御
次

へ
退

て
、 

御
意

の
し
か

〱
か
た
り
し
に
、
御
煙
草

の
量

ハ
御
数 



寄
屋
御
茶
道

の
役
な
り
、
御
数
寄
屋
頭
竹
津
長
有 

か
答

に
、
誠
に
恐
入
し
事
な
り
、
や

は
ら
か
む
き
用
た
ま 

へ
り
を

ハ
知
な

か
ら
、

つ
よ
む
き
に
よ
き
煙
草
あ
り
、
や

は 

ら
か
む
き
に
よ
き
煙
草
な
け
れ

ハ
、
少
し

つ
よ
き
な
る
を 

た

て
ま

つ
り
し
に
、
あ
し
き
と

の
御
意
も
な

し
、
然
ら

ハ 

近
来

ハ
つ
よ
き
に
も
な
れ
玉
ひ
し
と
よ
ろ

こ
ひ
て
、 

次

に

ハ
夫
よ
り
少
し

つ
よ
き
、
亦
其
次

に

ハ
又
夫
よ
り 

つ
よ
き
、
漸

々
次
第

〱
に

つ
よ
き
か
た
を
奉

り
し
に
、 



遂

つ
よ
し
と
も
あ
し
ゝ
と
も
御
意
下
ら
ね

ハ
、
さ
れ

ハ
こ
そ 

つ
よ
む
き
に
な
れ
玉

へ
り
と
嬉

し
き
よ
り
、
後

ハ
常
と 

し
て
匂
あ
る

つ
よ
き
煙
草
を
奉

り
し
事
な
り
、
然

る
に 

つ
と
め

こ
ら

へ
て
召
上
ら
れ
し
と

ハ
恐

る

ゝ
に
あ
ま
り 

あ
り
と
そ

い

へ
り
し
、
さ
れ

ハ
約

し
参
ら
せ
し
事
な
れ

ハ
、 

九
郎
兵
衛

ハ
あ
る
か
き
り
二
十
連 
縄

に
は
さ

ミ
た

る

ま

ゝ
を
連

と

い
ふ 

あ
ま
り
を 

献

り
け
る
、

こ
と
し

ハ
作
毛
あ
し
き
と

て
、
酒
停
止

の
年 

な
り
け
る
か
、
御
膳
番
尾
形
弥
捴
う
け
玉
は
り
に
て 



煙
草

の
御
謝
礼
と
し
て
御
酒
た
ま
は
る
所
な
り
、
然

し 
な

か
ら
、
此
御
酒
都
合

一
度

に
御
渡

ハ
叶

は
す
、

日
に
三 

升

つ
ゝ
な
ら

ハ
日

々
御
台
所
よ
り
請
取

て
当
年
中

は 

呑

へ
し
と
、
御
台
所
と
書
付

せ
る
酒

の
通
帳

に
て 

玉
は
り
し
な

り
、
斯

る
恭
遜

の
お
ほ
し
め

し

の
内

に
、 

又
斯
る
有

か
た
き
御
戯
も
あ
り
し
、 

○
正
月
十

一
日
御
規
式

に
、
御
旗

の
餅
、
御
武
具

の
餅
御
祝
有
、 

其
御
膳

に
功

の
者

人
切
れ
と
祝
ふ

て
香
物

一
切

の
附 



事
な
り
、
此

日
御
膳

に
向
は
せ
玉
ふ
に
、
此

一
器

の
な

か
り 

け
れ

ハ
、
け
ふ

の
事

に
て
あ
り
し
か
覚
束
な

し
、
香
物

一
切 

つ
く
事
あ
り
し
と

の
玉
は
せ
け
れ

ハ
、
御
膳
番
驚
き 

は
せ
入
て
、
御
膳
部

の
番
将
に
告
ぬ
、
念

に
念
を
入
れ

て
も 

間
違

の
出
る
事

ハ
い
か

ゝ
の
も

の
に
や
、
取
揃

て
御
膳
台 

の
上
に
置

し
を
取
落

し
て
上
た
り
、
差
懸
る
御
規 

式
何

か

ハ
不
調
法
申
出

の
沙
汰

に
及

へ
き
、
先

ゝ
も
ち
出 

御
膳

に

つ
け

て
御
祝

ハ
す

み
ぬ
、
さ
れ

ハ
御
膳
番
尾 



形
弥
捴
、
御
膳
部
番
将
羽
鳥
藤
次
郎

か
麁
忽

に 
極
ま
り
け
れ

ハ
、
弥
捴
御
小
姓
頭
香
坂
右
仲
ま

て
し
か

〱
の 

不
調
法
申
出
、
其
下
知
を
待
け
る
所
に
、
御
小
姓
衆
を
も

て 

弥
捴

へ
一
首

の
御
和
歌
を
下
し
玉
は
り
ぬ
、
押

い
た

ゝ
き 

拝
吟
す
れ

ハ
、 

 

治
れ
る
御
代

の
た
め
し

ハ
ひ
と
き
れ

の
か
ふ

の
も

の 

さ

へ
わ
す
ら
れ
に
け
り
、
と
な
ん
有

か
た
き
御
歌
た
ま 

は
り
け
れ

ハ
、
猶
も
目
出
た
き
御
規
式
と

ハ
な
り
ぬ
、 



○
常

々
の
御
物
語
に
、
献
上
も

の

ハ
、
軽
き
に
却

て
し
ほ
ら 

し
き
誠
あ
り
、
下

々
同
士

〱
の
贈
物
も
斯
あ
る

へ
し
、 

能
品
致
来

の
満
足
な
ら
ぬ
に

ハ
あ
ら
ね
と
も
、
善

尽
し 

美
を
尽
せ
る
品
を
贈
ら
れ

て

ハ
、
其
心
遣

の
い
た
ミ
入
、 

又
相
応

の
挨
拶
も
か
な
と
お
も
ふ
よ
り
、
常

々
苦

に
し 

心
に
か
け

て
安

か
ら
す
、
譬
釣
魚

の
二
三
も
持
来
り
、 

或
茶
園

の
品
摘
来
り
て
、
手
作
り

の
品
と

い
ひ
、
き

の
ふ 

釣
得
た
り
と

い
ひ
て
贈
れ
る
に

ハ
、
実
も
其
人

の
し
ん 



実

お
も
ひ
や
ら
れ

て
し
ほ
ら

し
、
斯
る
品
と

て
挨
拶 

の
如
在
を
す

へ
き

ハ
は
あ
ら
さ
れ
と
も
、
苦

に
し
心
に
か

ゝ
る 

程

に
も
あ
ら
さ
れ

ハ
、
心
に
お
ひ
て
安
き
な
り
、
然

る
に 

能
品
事

々
敷
取
飾

て
贈
れ
る

ハ
、
上
を
敬
せ
る
誠 

よ
り
其
心
を
尽
せ
る
に
相
違
も
な
け
れ
と
も
、
其
心 

遣

ハ
却

て
痛

入
て
安

か
ら
ぬ
な
り
、
凡

の
人
情

お
も
ふ 

ま

ゝ
な

る
に

ハ
、
心
残
ら
す
心
ま
か
せ
ぬ
に
残
念

の
た

へ
ぬ 

も

の
な
り
、
さ
れ

ハ
能
品
取
揃

て
贈
ら
る

ハ
、

元
よ
り 



己
か
お
も
ふ
ま

ゝ
の
贈
物
な
る
よ
り
、

お

の

つ
か
ら
残
す
所 

な

し
と

い
ふ
心
よ
り
、

又
も

〱
と
お
も
ふ
心

の
誠
を
失
ふ 

な
り
、
心
に
ま
か
せ
ぬ
微
少

の
贈
物
せ
る

ハ
、
其
微
少
な

る

の 

残
念
よ
り
、

又
も

〱
贈
た
き
と

い
ふ
心
わ
す
ら
れ
す
、
其 

人

の
誠
も
弥
益

に
進
そ
か
し
と

の
た
ま
ひ
し
、 

○
江
戸
上
御
屋
敷
御
座

の
間
御
庭

の
広

か
り
け
れ

ハ
、
萩
多
く 

村

々
に
植
置
玉
ひ
、
花

の
盛

に
な
れ

ハ
、
御
家
老
よ
り
足
軽 

中
間 

御

国

に

て

ハ
夫
方

と

唱

ふ

る

も

の 

又
も

の
輩
に
至
る
迄
、

一
ヶ
年

の
気 



つ
め
を
お
ほ
し
め
し
や
ら
せ
給

ひ
、
萩
見

の
宴
を
な
さ 

し
め
た
ま
ふ
、
御
庭

の
彼
所
是
所
に
薄
縁

し
き
、
其
所

々 

に
酒
肴
、
或
煙
草

の
火
な
と
も
ふ
け
お
か
れ
し
ほ
と 

な
れ

ハ
、
詩
を
作
り
歌
を
よ
み
あ
る

い

ハ
、
発
句
な
と
た

の
し 

む
あ
れ

ハ
、
酔

て
う
た
ひ
舞
ふ
も
あ
り
、
花
を
手
折

て 

か
さ
せ
る
あ
れ

ハ
、
耳
を
引

て
酒
を
す

ゝ
む
る
も
あ
り
て
、 

其
興

い
ふ
も
さ
ら
な
り
、
さ
れ

ハ
貴
賎
残
ら
ぬ
花
見 

な
れ
は
、
其
相
応

の
並
方
を
組
合

て
、
花

の
咲
そ
め
し 



よ
り
、
う

つ
ろ
ひ
ち

る
ま

て
の
花
見
な
り
し

ハ
、
た

の
し 

か
り
し
事
な
り
、
諸
士

の
花
見

の
宴

に

ハ
、
折

々
障

子 

押
あ
け

て
の
そ
ま
せ
ら
れ
、
興
に

の
そ
ん
て

ハ
御
座
を
も 

設
ら
れ
、
御

ミ

つ
か
ら

の
御
詩
歌
を
も
み
せ
玉
ひ
、
下

々 

の
花
見
に

ハ
折
ふ
し
御
障

子
を
細

め
て
た

の
し
ミ
玉
ふ 

御

よ
そ
ひ
、
亦
筆

の
及

へ
き
に
あ
ら
す
、 

○
三
御
丸
御
隠
殿
御
庭

に
さ
く
ら
木
多

々
あ
り
、
花

の 

盛

に

ハ
御

父
重
定
公
を
は
し
め
ま
ひ
ら
せ
、
御
方

々

へ 



花

の
宴
す

ゝ
め
玉
ひ
、
残
る
日
に

ハ
宮

つ
か
ひ
し
奉

る
者 

残
り
な
く
前
宮

つ
か
ひ
し
て
、
今
異
役
に
あ
る
も

の
元 

つ
か
ひ
ま
ひ
ら
せ
て
、
隠
居
せ
る
も

の
又

ハ
今

み
や

つ
か
ひ 

せ
る
も

の
ゝ
老
た
る
父
な
と
あ
る
を

ハ
、
少
し
き
御
馴
染 

の
ゆ
か
り
も

て
召

て
、
さ
く
ら
か
り
な
さ

し
め
玉

へ
り
、 

又
三
月
三
日
に

ハ
御
自
御
庭

の
曲
水
に
臨
ま
せ
玉
ひ
、 

詩
文
に
た

つ
さ

は
り
て
、
御
相
手
を
も
せ
り
も

の
に

ハ
、 

曲
水

の
御
宴

に
侍
ら

し
め
玉

へ
る
事
な
り
、
桜

か
り
に 



所

々
打
む
れ
た
る
手
ま

つ
さ

へ
き
る
曲
水

の
風
流
な
る
、 

皆
筆

に

ハ
及
ひ
か
た
く
な
ん
、 

○
御
国
に
お
は
せ
し
時

ハ
、
折

々
鷹

野
或
鳥
打
な
と 

御

野
遊

の
事
も
あ
れ
と
、
江
戸
に
て

ハ
御
慰

の
事 

な
く
、

只
御
座

の
間
に
和
漢

の
文
を
友
と
し
玉
ふ

の
み 

な
り
、
公
さ

へ
斯

る
御
事
な
れ

ハ
、

つ
か

へ
奉

る
も

の
ゝ
所

々 

遊
覧

に
気
を
は
ら

し
、
心
を
な
く
さ
む
る
を

ハ
、
心
な
き 

事

に
こ
そ
お
ほ
す

へ
き
か
人
情

の
常
な

る
に
、
梅
も
ひ
ら
き 



ぬ
ら
ん
、
梅
屋
鋪

こ
そ
か
ほ
ら
ん
、
桜

ハ
さ
き
ぬ
、
上
野
飛 

鳥
山
も
群
集
す

へ
し
、
桃

は
桃
園
、
牡
丹

ハ
西
か
原
、
藤

に 

は
大
森
亀

井
戸
、
菊

ハ
す

か
も
、
紅
葉

ハ
海
晏
寺
、
海 

に

ハ
小
舟

に
棹
さ

せ
る
は
せ
釣

の
風
流
、
登
楼

の
宴

に 

月

の
出

の
な
か
め
も
め

つ
ら
か
な
ら
ん
、
彼

ハ
近
頃
出

て 

き

こ
え

し
た
れ

〱
ハ
、
久

し
く
外
出

の
届
も
き
か
す
、
時 

に
後
れ

て
い
た

つ
ら
な
ら
ん

ハ
惜
き
事
な
れ
、
け
ふ

の 

天
気

に

ハ
た

の
し
か
ら
ん
、
あ
す

こ
そ
花

ハ
盛
な
ら
ん
、 



い
さ

つ
れ
た
ち
出
よ
と
、
春
夏
秋
冬
其
折
ふ
し

の 
遊

に

ハ
当

る
と

の
ゐ
を
も
く
り
か

へ
、
暇
玉
は
り
て
心
広
き 

た

の
し
み
な
り
、

只
夫

の
ミ
か
、
け
ふ
到
来

の
此
提
重

ハ
あ
す 

の
酒
迎

に
遣
す
な
と
、

お
も
ひ
も
よ
ら
ぬ
た
ま
も

の
も
あ 

り
し
な
り
、

か

ゝ
る
事

に
て
あ
り
し
ほ
と
に
、

お

の

〱
公

の 

御

つ
れ

〱
を

い
た
み
参
ら
せ
、
爰

の
花

か
し
こ
の
月
と 

度

々
御

野
遊

の
事
を
す

ゝ
め
参
ら
す
る
に
、
何
れ
も
か 

帰
り
て
物
語

こ
そ
見
る
に
ま
さ
り
て
お
ほ
ゆ
る
と

の
御 



事

に
て
、
御
野
遊

の
御
沙
汰
も
な

し
、
さ
れ

ハ
年
寄
衆 

気

の
毒

に
お
も
ひ
、
人
情

に
貴
賎

の
か
は
り
あ
る

へ
か
ら
す
、 

御
気

つ
ま
り
も

い
た
は
し
、
且

ハ
御
養
生

の
為
な
れ

ハ
と

て
、 

予
を
し
て
挙

て
ひ
た
す
ら
に
御

野
遊

の
事
を
願

ひ 

奉

り
し
に
、
年
寄
共

の
申
聞

こ
そ
忝
お
も
ふ
な
り
、

い
か
様 

出
る
に
て
あ
る

へ
し
、
能
申

せ
と

の
ミ

の
給
は
せ
て
何
時 

何
方

へ
と

の
御
沙
汰
も
な
け
れ

ハ
、

い
か
さ
ま
と

の
ミ
に
て
出 

玉
は
す

ハ
、
年
寄
共

の
願
も

い
た

つ
ら
な

る

へ
し
、
あ
り

の 



ま

ゝ
の
思
召
を
う

か

ゝ
は
ま
ほ
し
と
重

て
伺
ま
ひ
ら
す 

る
に
、
是

ハ
そ
ち

へ
の
物
語
な
り
、

二
本
道
具
立

て
の
歴 

遊
を
た

の
し
き
も

の
と
お
も
ふ
か
、
去
ら

ハ
微
行
と
お 

も

へ
ハ
何
そ
事
あ
り
時
申
訳
も
な

し
、
然
ら
は
市
朝

ハ
常 

の
行
列
、
野
外
に
至

て
供
を
前
後

へ
ち
ら

し
て
近
習 

は
か
り
を
召
連

ん
に
、
先
立

の
も

の
を

ハ
ゆ
る
す
ま
し
、 

長

刀
な

し
に
も
や

る
ま
し
、
扨
花
を
見
、
月
を
な

か
め
て 

た

の
し
か
ら
ぬ
に

ハ
な
け
れ
と
も
、
下
戸

の
浅
ま
し
き

ハ 



酒
興
に
余
計

の
楽
も
な

し
、
弁
当
く
ふ

て
其
後

ハ
只 

何
れ
も
か
酒
盛
を
み
る

の
ミ
、
屋
鋪

へ
遥
な
ら
ん
は
や

〱

 

帰
り

の
供
触
と
お
も

へ
ハ
、
例

の
御
頭 

予

か

御

小

姓

頭

御

役

な

る 
 

ゆ

へ
、
御

近
習
各
御
頭

〱
と 

 

い
ふ
よ
り
、

予
を
さ

し
て

御

頭

と

め

し

玉

ふ

な

り
、 

な
と
か
盃
か

ゝ

へ
て
の
佳
境
、
中

〱
供
触 

の
沙
汰

に
も
及
か
た
く
、
た
ま
さ

か
近
習

の
酒
も
闌
に 

供
触

の
事

い
ひ
出

て
も
、
ま
た
末

々
の
も

の
賄

か
す
ま
す
、 

さ
け
か
ま
た
行
わ
た
ら
ぬ
な
ん
と

ゝ
い

へ
ハ
、
事
も
な
く

只 

柱

に
よ
り
煙
草

の
む
ま

て
、
実
を

い

へ
ハ
此
退
屈
も
少
し

ハ 



あ
り
、
扨
歩
行

の
あ
る
き
を
養
生
と

ハ
申

せ
と
も
、
往
還 

二
里
三
里

の
歩
行
下

々
の
上
に

ハ
養
生

に
も
な

る

へ
し
、 

あ
る
き
な
れ
ぬ
希

の
歩
行
其

つ
か
れ

の
あ
ら
ん

の
み
、 

さ
れ

ハ
月
に
五
七
度

つ
ゝ
も
出
た
ら

ハ
、
其
気
力
も
お

の

つ 

か
ら
相
応

し
て
養
生
に
も
な
る

へ
し
、
さ
れ

ハ
と

て
荒

す
さ
ん

て 

度

々
の
野
遊
な
ら

ハ
、
供
廻

の
太
儀
、
且

ハ
遊

に
流

る

ゝ
の 

名
も
汚
さ
ん
、
木
太

刀
を
取
、
馬
に
乗
な
ん
と
其
相
応

に 

身
を

つ
か

へ
ハ
、
さ
せ
る
気
遣
も
あ
る

へ
か
ら
す
、
然
れ
と
も 



何
れ
も
か
夫

ほ
と
に
申
を
、

一
円
に
承
引
せ
ぬ
と

い
ふ
も 

い
か

ゝ
し
、
左
あ
ら

ハ

一
の
願
あ
り
、
是
迄
と

て
も
度

〱

 

乗

て
た

の
し
め
と
も
、
小
馬
場

ハ
短

し
、
表

の
馬
場
に
て 

乗
事

ゆ

へ
供
迴
も
其
定
あ
り
、
厩
方

に
も
夫

々
の
役
人 

詰
、
或
詰
人
又

ハ
警

固
な
ん
と
人
多
く
出
る
も

の
ゆ

へ
、
す 

け
る
馬
な
れ

ハ
と

て
度

々
も

の
ら
れ
す
、
言
出
ん
と
し
て 

止
る
事
も
多
く
あ
り
、
馬
場

の
東

へ
常

ハ
開
置
、

の
ら
ん
時 

引
廻
し
立
ふ
さ
く
様
な

る
板
屏
を

ほ
し

〱
、

元
よ
り
三
方

ハ 



人

の
見
入
る

ゝ
事
も
な

し
、
板
屏
を
引
廻
さ

ハ
や

は
り
内 

庭
も
同
然
、
乗
ん
と
お
も
ふ
時
好

の
馬

一
二
疋
も
牽

入 

さ

せ
、
庭

口
よ
り
近
習

の
も

の
は
か
り

つ
れ
出

て
の
る 

な
ら

ハ
、
人

々
の
太
義
を
も
は
ふ
き
、
朝
に
て
も
晩
に
て
も 

乗
ん
と
お
も
ふ
時
乗
ら
る

へ
く
、
是

に
ま
さ

る
楽
も
あ
る 

ま
し
く
、
是

に
ま
さ
り
て
身
を

つ
か
ふ
術
も
あ
る

へ
か
ら
す 

と

の
た
ま

ハ
せ
ぬ
、
此
よ
し
具
に
達

せ
し
か

ハ
、
年
寄
衆 

大

に
よ
ろ

こ
ひ
即
時

に
作
事
奉
行

へ
達

せ
し
に
、
不
日
に 



出
か
し
申
さ
ん
と
請

て
退
ぬ
、
扨
其

日
に
て
あ
り
し
や
、 

翌

日
に
て
や
有
け
ん
、
予
を
召

て
の
御
意

に

つ
ら

〱

 

考

る
に
、
板
屏

の
好

ハ
あ
や
ま
り
し
そ
か
し
、
扨
入
料

ハ 

何

ほ
と

ゝ
聞

し
と
問
は
せ
玉
ひ
し
か

ハ
、
耳
に
ふ
れ
し
を 

隠

し
奉

る

へ
き
に
も
あ
ら
す
、
板
屏

ハ
纔

三
四
両
と

て
も
、 

此
序

に
馬
場

へ
砂
敷
わ
た
し
て
ま
ひ
ら
せ
ん
な
と
聞
え 

し
と
答
ま
ひ
ら
す
れ

ハ
、
扨

こ
そ
弥
あ
や
ま
り
し
な
り
、 

百
金

の
費
を
中
人
十
家

の
産
と
し
て
止
た
ま
ひ
た
る
、 



文
帝

の
む
か
し

ハ
い
か

ゝ
お
も
ふ
、
況
年
来
家
中

の
半 

知
取
上
置

し
け
ふ

の
上
に
、
三
四
両

の
金
と

て
も
慰
事

に 

は
費
す
ま
し
き
事

に
て

ハ
有
ま
し
き
や
と

の
た
ま 

は
せ
た
る

の
有

か
た
け
れ

ハ
、
其
由
申

し
て
板
屏

の
作 

事

ハ
や

み
に
な
り
ぬ
、 

○
人

の
病
を

い
た
ま
し
ミ
お
ほ
し
め
し
、
御
手
当

の
下
る
事 

ハ
挙

て
か
そ

へ
か
た
し
、
其

二
三
事
を
挙

て
其
余

ハ
推

て 

知

へ
し
、
何
年

の
頃
に
や
、
御

手
水
番
坂
次
郎
右
衛
門
勤
仕 



断
る
程

に

ハ
あ
ら
ね
と
も
、
何
と
か
色
さ
め
気
鬱

し
て 

虚
労

の
症

に
も
成
な
ん
か
と
見

へ
し
程

の
事
あ
り
、 

是
等

の
病

の
、
旅
出
に
気
を
な
く
さ
め
て
快
気
を
得 

る
事
其
た
め
し
多
く
あ
り
、
此
事
を
お
ほ
し
め
し 

け
ん
、
最
上 

羽
州
村

山

郡 
の
高
湯

へ
湯
治

せ
よ
と

の
御
内
意 

下
り
、
願
書
出
し
、
御
列

の
こ
と
く
三
回
二
十

一
日

の
御
暇
に 

て
湯
治

せ
し
に
、
纔

の
日
数
な

か
ら
果
し
て
旅
中 

よ
り
気
力
す

ゝ
み
全
快
を
得

て
帰
り
し
、 

御
家

中

の
諸

士

私

の

旅

出

叶 



は
ぬ
事
な

か
ら
、
最

上

の
高
湯

三
回

の
御

暇

ハ
む
か
し
よ
り
其
例
も
多

々
あ
れ

ハ
、 

人

々
高

湯

湯

治

の
申

立

に

て
、

高

湯

に

ハ
纔

一
二
夜

も

逗

留

し
、

余

の
日
数

も

て 
出
羽

の
熱
海
象

潟
、
奥
州
仙
台

の
松
嶋
な

ん
と
見
物
す

る
事
な

り
、
是

元
よ
り 

上
を
欺
き
奉

る
ふ
届

の
事
な

か
ら
、

む
か
し
よ
り
御
宥
恕

の
思
召
も
有

け
ら

し
、 

帰
湯

の
上
松
嶋
絶
景

の
ふ
け

り
も
人
と

か
め
す
、

お

ほ
や

け

に
も
御

記
な
き
程

の 

事

に
な

り
き
た
れ
り
、
さ

れ

ハ
所

々
歴
遊

せ
よ
と

こ
そ

の
た
ま

は
ね
、
畢
竟

の
処

ハ 

夫

か
た
め

の
お
ほ
し

め

し
成

け

る

と

そ

、 
又
安
永
四
年

の
事
な
り
、
予
兼

て
壮
健

の 

生
な
か
ら
頭
痛

に
泥
事
他
に
越
た
り
、
此
事
有

か
た
く
も 

御
憂
お
ほ
し
め
し
、
山
上
白
峯

の
高
湯

の
頭
痛

に
し
る
し 

あ
る
こ
と
人

々
の
唱
ふ
る
処
、

又
其
験
も
多

し
、
其
方

そ

ち

ハ
不 

如
意
、
中

々
自
力
に
て
む

つ
か
し
か
ら
ん
、
手
伝
ふ

て
や

る
、 



湯
治

せ
よ
と

の
御
事

に
て
、
小
判
な
と
玉
は
り
て
湯
治

せ 
し
事
あ
り
、
斯

る
有

か
た
き
湯
治
な
れ

ハ
、
昼
と
な
く
夜
と 

な
く
ひ
た
入
に
あ
ま
た
た
ひ
浴
し
て
、
湯
瀧

に
頭
を
う
た 

せ
し
か
と
も
、
其
後
折

々
は
け
し
き
頭
痛

の
発
し

ハ 

殊
に
は
け
し
き
病

ひ
な

る
か
き
く
と
き
か
ぬ
と

の
人
に
も 

よ
る
か
、

又
湯
気

に
酒
気
を
勝

し
め
し
ゆ

へ
な

る
か
、
恐

て 

恐

へ
き
事

に
な
ん
、
然
と
も
今
年
天
明
九
年
ま

て
指
を 

折

て
十
五
年
な

る
に
、
三
四
年
来

ハ
希
に
発
る
事 



あ
り
な

か
ら
曽

て
深
き
泥
も
な

し
、
お
も

へ
ハ
湯
治

の
し
る 

し
な
る
か
、
老

に

ハ
病

の
漸

々
に
薄
ら
く
か
、
抑
君
徳

に 

浴
せ
し
し
る
し
な

る

へ
し
、

又
天
明
八
年
夏

の
事
な
り
、 

御
小
姓
夏
井
孝
摩
軽

か
ら
す
病

ん
て
床

に

つ
け
り
、 

従
来

の
貧
家

に
し
て
寝
間
と

い

へ
と
も
土
間
な
り
、 

家に 

寝

せ
す
板

し
か
す
、

ぬ
か
わ
ら
敷

て
、
其
上

に
畳

敷

た

る

を

、

土

間

と

も

土

座

と

も

い

ふ

な

り  

此
事
き

こ
し 

め
し
、
大
病
人

の
土
間
に
ふ
す
、
必
湿
気

の
襲

ひ
浸
さ
ん
か 

と

の
御

い
た
は
り
に
て
、
病
中
急

に
作
事

玉
は
り
、
寝
間 



に
板
敷

か
せ
下
し
給

ひ
し
、

又
去
春
予
か
頭
瘟
病

に
て
、 

既
黄
泉

の
客
と
も
成

へ
か
り
し
を
、
時

し
も
御

父
重
定 

公

の
御
病
中
御
看
病

に
御
暇
な

か
り
し
内
、
医
を 

つ
け
人
参
給

ひ
、
朝
夕

の
飯
さ

へ
公

の
御
膳
下
給

は
り
て
、 

今
斯
筆
執

て
此
書

か
き
終

る
、 

去

々
年
書

は
し
め
、

今

又
継

て
書

ハ
な

り 

本
復 

を
得
た
り
し

ハ
有

か
た
く
、
た
ふ
と
し
と

い
は
ん
か
、
身

に 

取

て

ハ
只
お
そ
ろ
し
み
お
も
ふ

の
ミ
、 

○
父
母

の
た
め
江
戸
詰

の
も

の
御
国
も
と

へ
看
病
御 



暇
給
る
事
、
御

父
重
定
公
御
代
明
和
三
年

の
事
な
り
、 

桜

田
御
屋
鋪

の
将
神
保
作
兵
衛
、
其

父
道
喜

か
病
気

に 

つ
き
、
願

の
上
御
暇
給
り
し
か
其

は
し
め
な
り
、
然
と
も 

江
戸
詰

の
事

ハ
我

に
代
り
て
跡
を
塞

へ
き
余
計

の
人 

少
く
、
亦
家
を
離
れ
て

ハ
君
に

つ
か
ふ
る

の
義
を
取
事 

臣

の
常
な
れ

ハ
、
縦
令
其

父
母

の
病

ひ
軽

か
ら
す
と
も 

左

の
み
危
程
に
も
告

こ
さ
ぬ
よ
り
、
看
病
御
暇
願
ふ
に 

至
ら
さ

る
も
亦
あ
り
、
安
永
九
年
七
月

の
事
な
り
、
御
膳 



番
蓼
沼
友

四
郎
御
供

し
て
江
戸
に
あ
り
、

父
平
太

か 
軽

か
ら
ぬ
病
と
告
来
り
し
に
、
折
も

こ
そ
あ
れ
、
友

四
郎
も 

病
気

に
て
勤
仕
不
参

の
時
な
り
、
殊
此
節
流
行

の
病 

に
て
御
近
習
お

の

〱
た
を
れ

て
大
半

の
不
参
な
り
し 

程

に
、
看
病
御
暇
願
か
た
く
、

只
案

し
わ

つ
ら

ひ
心
を

い
た 

ま
し
む
る

の
ミ
、
此
節

予
を
召

て
の
御
意

に
、
平
太

か
病
気 

軽

か
ら
ぬ
よ
し
、

父
子
互
に
国
を
隔

て
の
病
、
た
れ

〱
も 

同
し
心
に
お
も
ふ

へ
し
、
殊
に
友

四
郎

か
孝

子
な

る
其
心 



押

は
か
ら
れ
て
不
便
な
り
、
常
な
ら

ハ
看
病
願
も
申 

出

へ
き
に
、
其
身

の
不
参
中
、
殊
に

ハ
近
習
大
半

の
不
参
、
此 

節
願
は
ん

ハ
義

に
お
ひ
て
成

か
た
か
ら
ん
、
跡

ハ
何
と
か 

間
も
合

へ
し
、
手
元

の
不
自
由

ハ
苦

し
か
ら
す
、
上
よ
り 

暇
や
ら
ん
に
何

か
あ
る
、
其
身

の
病
気
た
に
さ

せ
る
事 

な
く

ハ
、
早

々
暇
や

り
て
看
病
さ

せ
よ
と

の
御
事
な
れ

ハ
、 

早
速
同
役
平
賀
周
蔵
を
も

て
御
暇
た
ま
は
る
よ
し
を 

達

せ
し
か

ハ
、
病
を
お
か
し
夜
を
日
に

つ
き

て
は
せ 



下
り
ぬ
、
江
戸
御
家
老

ハ
四
年
詰
交
替

の
例
な
り
、
広
居 

図
書
忠
起

ハ
其
人
其
任
に
た

へ
た
れ

ハ
と

て
、
安
永
五
年 

七
月

つ
ゝ
ひ
て
又
二
年
詰

の
御
差
留
あ
り
、
此
時

予
を 

召

て
の
御
意

に
、
図
書

か
永

つ
め
母
子
互
に
見
ま
ほ
し 

か
ら
ん
情

お
も
ひ
や
ら
れ
た
り
、
老
ぬ
れ

ハ
さ
ら
ぬ
別

の 

あ
り
と
き
け

ハ
、

い
よ

〱
み
ま
く
ほ
し
き
君
哉
と
よ
み 

し
古
歌
も
、
即
彼
等

か
母
子

の
け
ふ
な
ら
め
と
、

い
と

ゝ
不
便 

に
お
も
ふ
な
り
、
彼

の
事

ハ
重
職
殊
に
同
役
も
な

し
、 



然
と
も
供
家
老
本
庄

か
詰
合
た
れ

ハ
、
江
戸

の
事

ハ
さ

せ
る 

間
欠
も
あ
ら

し
と

の
御
事

に
て
、
三
十
余

日
母
子
対
面 

の
御
暇
賜
り
ぬ
、

又
安
永
七
年
六
月

の
事
な
り
、
蓼
沼
友 

四
郎
此
時
も
御
供

し
て
江
戸
に
あ
り
、
去
月
末
母
死
去 

の
よ
し
告
来
り
忌
断
に
引
籠
れ
り
、
此
節

の
愁
傷 

見
る
に
忍
か
た
し
と

て
、
詰
合

の
御
膳
番
、
御

手
水
番
、 

御
小
姓
、

一
紙
連
名

の
訴
文
も

て
、
忌
五
十
日

の
内
御
国 

元

へ
下
ら
せ
た
き
よ
し
、
友

四
郎

へ
の
御
暇
願
し
事
あ
り
、 



其
訴
文

の
意
を
爰

に
書
写

し
ぬ
、
友

四
郎
母
死
去

の
よ
し 

告
来
り
、
孝

子

の
心
底
痛

入
な
り
、
九
十
に
近
き
祖
母
春 

中
よ
り

の
病
気
、
発
足
前

に
も
心
元
な
き
程
な

か
ら
、
両 

親
揃

て
の
取
扱
な
れ

ハ
少
し
き
心
も
安

か
り
し
に
、
母
死
し 

た
れ

ハ
祖
母

の
看
病
、
老

父

の
身

の
上

の
心
元
な
く
、
妻

子 

近
類
あ
れ
と
も
妻

ハ
月
を
重

し
懐
胎
、
夫

か
上
に
幼
年

の 

子
多
く
あ
り
、
病
身

の
老

父
か
愁

に
沈

て
の
心
尽
し
、 

彼
是
案
煩

へ
る
あ
り
さ
ま
、
見
る
に
た

へ
か
た
け
れ

ハ
、
忌 



五
十
日

の
間
御
暇
給
は
ら

ハ
、
老

父
老
祖
母
に
も
あ

ひ
、 

且
老

父

の
手
当
、
病
祖
母
看
病

の
事
な
と
、
近
族
懇 

意

の
も

の
に
深
く
頼
ま

ハ
、
孝

子

の
心
少
し
き
安

か
る

へ
き
か
、 

例
な
き
願
な
か
ら
、
愁
傷

の
容
子
朝
夕
見
聞

し
て 

忍
か
た
け
れ
は
と
願
た
れ

ハ
、
能
も

い

つ
れ
も
か
願
ひ
し
そ
、 

と
く

〱
暇
遣

せ
と

の
御
事

ゆ

へ
、
願

の
通
た
る

へ
き
よ
し 

い
ひ
わ
た
し
け
れ

ハ
、
即

日
立

て
馳
下
り
、
忌
あ
か
ぬ
内

に 

帰
府

せ
り
、 



        



        


